
 

日本選挙学会 

２００４年度第１回理事会議事録 

 

日 時：２００４年５月１６日（日）１１時３５分～１２時１５分 

場 所：中央大学多摩校舎１号館１４０８教室 

 

議 題： 

 

１．新理事長挨拶 

  ・５月１５日の総会で就任が了承された理事の中から、池田謙一理事（東京大学） 

を２００４－２００５年度の理事長として選出した。 

  ・池田新理事長より挨拶があった。 

 

２．各委員会新委員長・新事務局長挨拶（配付資料参照） 

  ①企画委員会 

１）２００５年度研究会担当企画委員長  

・ 川人貞史理事（東北大学）に委嘱した。 

・ 川人新委員長より、以下の９名を委員とする旨の報告があった。 

       相内眞子（北海道浅井学園大学）、荒木義修（武蔵野大学）、石生義

人（国際基督教大学)、阪野智一（神戸大学）、豊永郁子（早稲田大学）、

前山亮吉（静岡県立大学）、増山幹高（成蹊大学）、山田真裕（関西

学院大学）、和田寛伸（秋田経済法科大学） 

 

２） ２００６年度研究会担当企画委員長 

・ 河野武司理事（慶應義塾大学）に委嘱した。 

・ 河野新委員長より、以下の12名を委員とする旨の報告があった。 

今井亮佑（東京大学）、岩崎正洋（杏林大学）、片木淳（早稲田大学）、

川上和久（明治学院大学）、河野勝（早稲田大学）、木暮健太郎（鎌

倉女子大学）、小林良彰（慶應義塾大学）、佐川泰弘（茨城大学）、

玉井清（慶應義塾大学）、日笠完治（駒澤大学）、増山幹高（成蹊大

学）、森正（愛知学院大学） 

 

  ②年報編集委員会 

   １）第21号担当編集委員長 

     ・岩渕美克理事（日本大学）を選出した。 

   ２）第22号担当編集委員長 

     ・平野浩理事（学習院大学）を選出した。 

 

 ③文献委員会 

   １）2004年度文献委員会 

     ・桑原英明理事（常磐大学）に委員長を委嘱した。 

     ・木村高宏会員（金沢大学）、佐藤公俊会員（常磐大学）を委員とするこ

とが報告された。 

   ２）2005年度文献委員会  

     ・山田真裕理事（関西学院大学）に委員長を委嘱した。 

     ・河村和徳会員（金沢大学）、森裕城会員（同志社大学）を委員とするこ

とが報告された。 

   ・なお、文献委員会より、選挙学会紀要２号に文献リストを掲載した旨が報告

 



 

された。 

 

  ④事務局 

・安野智子理事（中央大学）に事務局長を委嘱した。 

・今井亮佑会員（東京大学）、小林哲郎会員（東京大学）、堤英敬会員（香川

大学）の３名を幹事とする旨の報告があった。 

 

３．年報編集委員会委員承認の件（配付資料参照） 

  ①年報第21号担当(2005年度) 

   ・岩渕新委員長より、以下の９名の委員案および副委員長案が提出され、承認

された。 

玉井清（副委員長・慶應義塾大学）、小川恒夫（東海大学）、桐谷仁（静

岡大学）、小林幸夫（玉川大学）、佐藤祐司（松阪大学）、堤英敬（香川

大学）、水戸克典（尚美学園大学）、吉野篤（秋田経済法科大学）、和田

淳一郎（横浜市立大学） 

   ・また、紀要編集小委員長には岩渕美克新編集長（日本大学）が、小委員会委

員には佐藤祐司新委員（松阪大学）が就任することが報告された。 

 

  ②年報第22号担当（2006年度） 

   ・平野新委員長より、以下の１０名の委員案および副委員長案が提出され、承

認された。 

     楠精一郎（副委員長、東洋英和女学院大学）、石田榮仁郎（近畿大学）、

伊藤光利（神戸大学）、白鳥浩（法政大学）、堤英敬（香川大学）、前田

幸男（東京都立大学）、待鳥聡史（京都大学）、安野智子（中央大学）、

Ｓ．リード（中央大学）、和田淳一郎（横浜市立大学） 

   ・また、紀要編集小委員長には和田淳一郎新委員（横浜市立大学）が、小委員

会委員には石上泰州会員（平成国際大学）、大和田宗典会員（慶應義塾大学）

が就任することが報告された。 

   ・年報第２０号担当の竹下俊郎委員長（明治大学）から、事務局との連絡役を

かねて堤新幹事を編集委員として補充することが提案され、承認された。 

 

４．選挙管理委員会委員任命の件 

  ・選挙管理委員会委員として、石上泰州会員（平成国際大学）、大山礼子理事（駒

澤大学）、真下英二会員（尚美学園大学）の３名が選出された。 

  ・委員長には、大山理事が互選されたことが報告された。 

 

５．２００４年度予算案の件（配付資料参照） 

・総会・研究会費（大会開催校補助）を80万円とする（原案より20万円の増額）、

委員会・事務局活動費を70万円とする（非選挙年であるので原案より20万円減

額）修正の後、経常部分総額\15,248,150、特別会計の年報発行準備金総額

\10,210,935の予算案が、新事務局より提案された。 

・なお、年報編集委員会が年度をまたがるための補助額増額（２年度目に１０万

円補助）、年報・紀要の発行を含む印刷費の総額３７０万円、新事務局の備品

費として３５万円が主に新しい点である。 

  ・審議の後、承認され、総会に諮ることとした。 

 

６．入会申込者・退会希望者の件 

・会員数は現在５３６名、前日の理事会から増減がなかった旨が報告された。 

 



 

 

７．２００５年度および２００６年度総会・研究会大会の運営委員長について 

  ・２００５年度総会・研究会大会を愛知学院大学で開催すること、また大会運営

委員長に梅川正美会員が就任することが承認された。梅川新委員長には、総会

での承認の後、２００４年度理事会に次期大会開催校理事として出席いただく

ことが了承された。 

・２００６年度総会・研究会大会委員長を上智大学で開催すること、また大会運

営委員長に河崎健会員が就任することが承認された。河崎新委員長には、総会

での承認の後、２００５年度理事会に次期大会開催校理事として出席いただく

ことが了承された。 

  ・２００７年度大会開催校については検討中であることが報告された。 

 

８．その他 

  ①選挙規定の改正について 

・２００３年度第５回理事会で承認された日本選挙学会「理事・監事候補選出

規程」に関し、選出の方法の細部の決定を本年度に議論することを確認し、

意見を交換した。 

  ②次回の理事会開催予定は９月２５日午後１時より東京大学文学部にて行われる

こととなった。 

 

 

出席者：池田理事長、荒木、岩渕、大山、川人、桑原、河野、神江、小林、竹下、

田中、谷、中邨、平野、藤井、山田、和田の各理事。岡田、森脇の各監

事。および安野事務局長、堤、今井幹事。 

 

 

 


